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　私は昭和一桁生まれである。当時の窪
川小学校は北琴平町の高台にあり、見
付からは呼坂にある忠霊殿公園に立つ
「谷干城」銅像の前をとおり通学した。
建設直後の銅像は堂 と々した姿で、高さ
が約５ｍもあり、毎日これを見上げ「干城
さん」に挨拶してから学校へ行く。
　そして、小学校の玄関に入ると干城が書いた扁額が掲げら
れていて、額に手を合わせてから教室に入ることが習慣だった。
私は、親や校長先生に「大きくなったらなんになる？」と問わ
れ「僕は、谷将軍のような
偉いてになるゼヨ」と答えた
思い出がある。
　こうして少年時代は、常
に「干城」に接し、尊敬の
念を持って生活してきた。し
かし、戦後は、毎日顔を合わせた銅像や扁額もなくなり、それ
が日常となった。

　そして昭和40年代、私は保護司を拝命し、高知保護観察
所の上野所長に仕えた。所長が窪川で出会った町民に「窪川
は谷干城の出身地ですが、干城を知っていますか」と尋ねたが、

　町内をはじめ全国には、谷干城の功績を称える史跡が残されています。
この特集では、各地にある干城に関する史跡などを紹介し、干城を顕彰していきます。

干城とくま子の墓 別荘跡から高知市が一望

　西久万の邸址から北山にあ
る三谷集落（標高約 200ｍ）
には、干城が晩年に通ったとさ
れる別荘跡があります。現在は、
別荘跡を紹介する看板があり、
高知市から浦戸湾、太平洋へ
と望むことができます。
　別荘跡を示す看板には、干城が地元の人 と々親しく過ごした
こと、「三谷居士」の名でここから中央政界に意見を出したこと
が記されています。

別荘跡（高知市三谷）
　四万十町には、干城生誕地
の石碑がありますが、高知市に
は干城が晩年を過ごした邸址と
墓所があります。邸址には、そ
れを示す石柱と当時のままと思わ
れる土蔵が建っています。干城
が暮らしていたころは、高知の街
並みが一望できたようです。また、墓所は、邸址から３分ほど登っ
た裏山にあります。墓石は生誕地と同様に自然石が使われてい
て、生前の夫婦仲を伝えるようにくま子婦人の墓と並んで建って
います。

谷干城邸址と墓所（高知市西久万）

［ 第1回 ］ 少年時代（1837～1846）

谷干城
四万十町が生んだ偉人

谷 干 城 の 足 あと

谷干城の生涯 （著 ： 林 一將）
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誰も名前すら知らないと嘆いていた。所長は「僕は熊本の出身。
熊本では、西南戦争で熊本城を守った谷将軍は神様的存在。
しかし、生誕地の窪川では名前すら知らない。窪川でも干城
の顕彰運動を起こしてほしい」と私に依頼された。以来、郷
土史家の先輩と共に資料を集め、干城の生涯を紹介し、史
跡などを訪問する活動もした。

　平成に入り「谷干城まつり」が事業化された。街頭パレー
ドでは、当時の前田町長が軍人、私が政治家時代の干城を
演じ、講談師の語りに合わせ大砲を撃ったり、突撃のパフォー
マンスをしたりで好評を得
た。この事業では干城の子
孫の方も窪川に来ていただ
き、以来交流が深まるなど
意義ある出会いとなった。
以後、谷干城まつりは、ス
タイルを変え町民による街頭ミュージカルとして、観衆との一
体の中で干城の偉業を披露している。

　私は、上野所長の依頼を受け昭和40年代から谷干城の顕
彰を続け、今では町を挙げて顕彰を行っている。これまでの
活動で、郷土の偉人の功績を皆さんに知ってもらえれば、所
長の要望に答えることができたかと思う。

　町内外の方に谷干城に関する感想やエピソードを語ってもらい、個々の「谷干城」像を皆さんに紹介していきます。

「谷干城」と私　林 一將（見付）
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と
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ら
れ
、
戦
国
期
に
大
和
国
（
奈

良
県
）
か
ら
土
佐
に
入
国
し
、
長
宗

我
部
元
親
に
仕
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。
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独
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干
城
は
、
幕
末
の
天
保
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年
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１

８
３
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父
・
景
井
、
母
・
伊
久

の
長
男
と
し
て
窪
川
村
本
村
（
四
万

十
町
本
町
）で
生
ま
れ
ま
し
た
。母
は
、

妹
を
生
ん
だ
あ
と
亡
く
な
り
ま
し
た
。

以
後
、
景
井
は
「
子
を一人
前
に
す
る

ま
で
娯
楽
を
慎
み
、
子
ど
も
の
た
め

に
頑
張
る
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手
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二
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意
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す
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窪
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す
。
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干
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懐
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カ
の
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成
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。
明

治
の
今
も
地
租
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に
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し
む
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姓
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は
深
い
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と
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が
あ
る
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と
語
っ
て
お
り
、
政
治
家
と
し
て
国
民

に
向
き
あ
う
姿
勢
は
、
こ
の
窪
川
時

代
か
ら
育
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
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し
か
し
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も
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茂
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チ
ャ
ン
バ
ラ
、

夏
は
吉
見
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れ
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と
う
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よ
い
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て
・
・
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と
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で
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由
に
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た
と
い
わ

れ
て
い
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す
。
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干
城
が
10
歳
の
時
、
父
・
景
井
の
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問
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
土
佐
藩
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の
出
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を
受
け
、
住
み
慣

れ
た
窪
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を
去
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
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景
井
の
医
業
や
文
武
で
世
話
に

な
っ
た
郷
の
人
々
は
、
別
れ
を
惜
し
み

呼
坂
峠
の
茶
屋
ま
で
干
城
一
家
を
見

送
り
ま
し
た
。
干
城一家
も
人
々
の
見

送
り
に
感
動
し
、
城
下
へ
向
か
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。  

　
　
　（
つ
づ
く
）

戦前にあった干城の銅像

干城の父・景井

本町にある生誕地石碑

じ
ん
ざ
ん

少年干城

　平成30年（2018年）は、明治維新（1868年）から150年目にあたります。
　四万十町通信では、幕末の志士・明治の元勲「谷干城」の生涯や史跡などを４回にわたり
紹介して、郷土の偉人を顕彰していきます。なお、干城の正式な読みは「タテキ」ですが、
干城が自ら好んだことや「谷干城ミュージカル」にならい、四万十町では「カンジョウ」と
読んでいます。

たにかんじょう

窪川小学校にあった干城の扁額
（現在不明） 第1回谷干城街頭パレード
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